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成果の概要／齋藤美保 

 

 

 国際研究集会発表助成制度から助成いただき、7 月 28 日～8 月 2 日まで、スウェー

デンのストックホルムで開催された国際行動生態学会（International Society for 

Behavioral Ecology Congress 2022・ISBE2022）・2022年大会に参加させて頂きました。

本学会が発行するジャーナルである Behavioral Ecologyは、動物行動生態学分野におい

てはトップレベルのジャーナルであり、ISBE2022には、動物生態学や動物行動学を専

門とする方々がヨーロッパ各国、アメリカ、台湾といったように、世界中から参加し

ていました。６日間におよぶ大会期間中には、対捕食者戦略、社会行動、養育行動と

いった多岐にわたるテーマに分かれ、400 題を超える口頭発表、300 題を超えるポスタ

ー発表が行われました。 

 私はこれまではタンザニアで野生キリンを対象に動物行動学に関する調査を行って

きましたが、コロナ感染症の影響で海外渡航ができない中、初めて飼育下で行った行

動観察に基づく研究成果を発表しました。具体的には、飼育下のキリンの三者関係に

着目し、オスとの同居時には高順位のメスから低順位のメスに対する攻撃的行動が増

えることを明らかにした内容について発表しました。そこから、近年注目を浴びてい

る動物園動物に対する動物福祉の実現に向けた課題や、野生とは状況が大きく異なる

飼育下という環境におけるキリンの社会関係について議論しました。本学会で「動物

福祉」をキーワードにした発表は多くなかったものの、2 時間にも及ぶポスター発表

時間中には、ナミビアで野生のキリンを対象に彼らの行動圏に関する研究を行ってい

る方、家畜の福祉向上に関する研究を行っている方、魚類の認知科学に関する研究を

行っている方などが立ち寄って下さり、それぞれの参加者とお互いの興味関心につい

て、また各国における最新の研究動向について意見を交わすことができました。日本

からの参加者の方からは、本研究を実施することの意義について議論を交わし、今ま

でになかった深い視点を得ることができました。また、本研究ではキリンの糞サンプ

ルから十分なストレスホルモンを測定することができなかった点を問題点として紹介

しましたが、その点に関しても専門家の方からアドバイスを頂きました。このような

研究を進める上での問題に対するアドバイスは、すでに一つの研究として完成した形

で発表される論文発表時には得ることができず、対面での学会でポスター発表をした

ことの大きな収穫だと思っており、今後そのアドバイスも取り入れながら実験の修正

を重ねていきたいと思います。 



 対面の国際学会に参加するのは 2018 年以来で、今回久しぶりの国際学会の雰囲気を

感じることができ、また世界中で行われている最新の研究に関する情報を得ることが

できた点は非常に有意義でした。一方で、昨今の動物生態行動学分野の傾向として、

ドローンやロガーを利用して、対象動物のデータを一度に数多く集める手法が多く利

用されています。その中、私は直接観察を続けてきたため、サンプル数が少ないとい

う問題に対し研究手法の切り替えを迫られているように感じていました。しかし、本

学会ではアシカやシカなどを対象に、私と同様の直接観察を行っている研究者の方々

が参加され、さらにそれぞれ興味深い発表をされていたため、自身の研究を継続して

いく大きな励みとなりました。 

 今後、自身の研究としてアフリカでの獣害対策に関する研究を新たに進めていきた

いと考えています。本学会中には、ケニアで家畜と肉食動物の関係についての発表を

拝聴する機会があり、自身の研究をデザインする上で非常に重要な知見を得ることが

できました。また他の発表で、野生の仔ジカを捕獲し、ロガーを付けリリースしてか

ら走り出すまでの時間を測り、そこから仔ジカの性格に言及している研究がありまし

た。タンザニアで野生のキリンの仔どもを研究している私としては、非常に興味深く

拝聴し、どこかでこのような研究アイデアを使う機会があればと思います。本学会で

得た知見を今後の自身の研究に活かしながら、また研究にまい進したいと思います。 

 最後になりましたが、京都大学教育研究振興財団助成事業から助成頂いたことで本

渡航を実現することができ、また有意義な時間を過ごすことができました。改めて感

謝申し上げます。 

 

 

ISBE2022 のポスター発表会場の様子（上階にポスターが掲示されている） 


